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????
1 .はじめに
私が農林工学系のセミナーで「小さな怪獣シロア 1)J と題し話をしてから 3年が経過した。
今西そのときの話の内容を書くよう依頼されたので、ここに述べることにする。
木材は他の材料に比較して、緊張からの解放、暖かく迎えること、人間を縛らず、温もりと
気持ちのよさをもつことなどにより好んで住宅に用いられる。しかし、訪蟻防腐処理の不備に
より木造住宅の寿命が著しく短縮した例は極めて多く、住宅の耐久性、安全性、性能保証等の
面で大きな役割を占めるのが防蟻防腐処理である。建築物に著しい被害を与えるシロアリは、
ヤマトシロアリ(北海道の約2分の lの面積を除く全国に生息〉、イエシロアリ(東京以西に
生患〉、ダイコクシロアリ(奄美大島以南および小笠原に生患〉の 3種で、これらが防除処理
の対象になっている。シロアリは人とのかかわりあいが撞めて古く、その分布は熱帯を中心に
亜熱帯および温帯に及んでいる。近年は人の生活留の拡大に伴い、寒帯近くまで分布するに至
っている。シロア 1)は、木造建築物、生立木、サトウキピ、書籍のほか、地下ケーフソレ、ポリ
バケツなども被害をうけることがある。ヤマトシロア 1)とイエシロアリは、一般に土中に生患、
し、蟻道により住宅の下部の材料を加害しながら上部の材料に被害を及ぼす。この習性を利用
し、土壌および建物下部の部材を処理することにより、防除を行っている。ダイコクシロアリ
は土壌と関係なく、外部より飛来し木材を加害する密性がある。木造住宅を無処理で放置して
おけば、シロアリや木材腐朽菌による加害の対象になる。対象になりやすい部分に使用する木
材等の材料は、初蟻および防腐処理をしたのち使用しなければ木造住宅の耐久性は図れない。
l.木と緑を守る
世界的な森林資源の急減を背景に、緑と木材の保護が重視される。日本は世界最大の木材輪
入国であり、需要の約7害Jjを海外に頼っている。世界の木材貿易量の 2害Ijを買い占め、熱帯林
の木材伐採量のうち、約3割を輪入している。熱帯林は毎年、北海道と九州を合わせた富積に
相当する1，100万ヘクタールが消えている。人間による自然の改変と破壊、とくに森林破壊と
土壌の流出は文明の発達とともに加速度を増している。問題は複雑で、森林の減少は、人口増
加、食糧供給、エネルギー源、気候変動などが関係する。世界の森林菌積は陸地の約2割まで
に減少したが、自本は国土の 7害Jjが森林であり、国内の縁を温存しながら海外の緑を破壊し続
けているという批判につながっている。更新を無視した森林伐採は、それ自体緑の破壊である
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が、伐採のため道路を通って入ってくる移住者により、残った林が焼き払われ、焼き畑による
移動耕作や薪炭材の採取などにより森林が消えてし、く O 途上国の緑が消失する背景には人々の
貧留があり、造林の手伝いだけでは緑は増加しない。定住して農業ができる環境の造成、薪炭
材以外のエネルギー源の確保等がなされなければ造林しても再び焼畑となる。緑を育て、住宅
のための木材は妨犠防腐処理を施し、耐久性を向上されることが木と緑を守ることにつながっ
ている。世界の森林面積は約26億ヘクタールで、その約弘の11億ヘクタールが熱帯および亜熱
帯に分布する。熱帯雨林では、伐採が拡大を続けているが、ここに住むシロアリは枯操木、落
枝などの片付けにより立木の保護を行い、繁殖と進化をつづけてきた。科学的に解明されてい
ないこの地域のシロアリの讃査は、森林が姿を消してしまってはできない。先進諸国の進出は、
シロアリの楽留をつぶして、共存できない人類社会へ引き込むことになりかねない。森林保護
は生態系保護でなければならない。わが国に果せられた熱帯雨林保護の責任についてはシロア
リの調査まで拡大する必要があろう。
直.住宅の耐久性向上の必要性
日本では古くから木造建築物が建築の主体をなしている。近年木造建築の住み心地、木のぬ
くもり等のよさが再認識され、また、住宅着工戸数は年間120'"'-'150万戸程度が可能で、さらに、
大規模木造建築物が年間数百棟建設され、住宅産業の環境は内需拡大策により好転している。
住宅は質の向上の時代に移り、資産の保全のための良質な住宅ストックの形成が必要になって
いる。日本には、約5，800万棟に達する建物のストックがあり、その約 8割が木造で、また、
コンク 1)ート造でも内部に木材が多用され、シロアリの被害が多くなっている o 地球資源の枯
渇が本格的な問題となる21世期には、太陽エネルギーにより再生産可能な木材の地位は一層重
要となり、自然が生みだした生物材料としての木材は訪蟻防腐処理によりー寝有効に活用する
必要がある。毎年建設される住宅数がたとえ半分になっても、 2倍長持ちするような質の良い
住宅を建てなければならない。呂本は建て替えの擦の中央値(年)が先進国のなかで最も短か
い。最近、建て替えのために壊されている家は平均年数が30年以下で、 10数年の家もかなり多
い。このままでは、森林資源を食いつぶしているといわれても仕方がない。つぎに、住宅を壊
すことによりi膨大な量の産業廃棄物が出されるが、これは大きな問題である。世帯増加を抜き
にすると、 10年間で現在の4200万戸の住宅の%以上が建て替わり、それによる産業廃棄物がで
ることになり、その中には燃焼の際に有毒ガスを生ずる材料なども多く、やっかいな問題を後
世に残すことになる。
lV.シロア 1)の生態
シロアリ類は、昆虫摘、有惣亜綱、シロアリ自(等惣自〉に属し、赤道から主に北緯45'"'-'南
緯50度の各地に分布し、 7科約2，230種が知られ、日本には 4科、 11属18種が発克されている
が、住宅を加害し防除の対象となるのは、イエシロアリ、ヤマトシロアリおよびダイコクシロ
アリの 3種である O 日本のシロア 1)が、どのような経路で住みついたかについては、明らかで
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はない。自本産シロア 1)の学名、和名、分布を 1表に示す。シロアリは外形で区別することが
できる玉、女王等の階級(カースけをもち、共同して高度な社会生活を営んでいる。シロア
リの体長はふつう 2'"'-'2mで、女王のなかには14cmに達するものがある。長さ14cm、幅3.5crn 
に達した女王は産卵機械ということができ、 1日に 3万個以上を産むことができるといわれる
が、王はもとのままの大きさである。職蟻の頭部には、かむ型の口器があり、これを体と産角
にして木材を食べる。シロアリとアリは全く違った昆虫で、シロア 1)は2億 2千年前の中生代
初期か古生代後期に、ごきぶりと共通の祖先から分化した。シロアリとアリの区別を表 2~こ示
す。シロア 1)は羽蟻以外は人目に付きにくいため被害が拡大しやすく、被害額の正確な調査は
ないが、火災に匹敵すると考えられ、年間3千億円(1日に 8億円以上〉を超えるといわれる。
イエシロア 1)およびヤマトシロアリは生殖虫としての女王と玉、富IJ生殖虫としての菌IJ女王と高Ij
王、職蟻および兵蟻の階級があってそれぞれ任務を分担し、職蟻は全体の90'"'-'95%を占め、餌
の採取、供自耳、巣や蟻道の構築などの役目を分担し、建物を加害するのもこの階級である。イ
エシロアリの有趨虫を図 lに示し、イエシロアリの職tl議と兵!犠を図 2に示す。ヤマトシロアリ
の生活環を図 3に示し、シロアリ (Kalotermesflavicollis)の分化を図 4に示す。函 4に示す
とおり、卵が耕化し約7令になると一部はニンフ(疑桶)に分化するが、これは副生殖虫(左
側〉と兵蟻(右棋のになることができる。なお写真 1(，こヤマトシロアリのi融蟻、写真 2にイエ
シロアリの職蟻を示す。天井につくられたイエシロアリの蟻土を写真3に示す。床下のコンク
リートの基礎につくられたイエシロアリの蟻土を写真4に示し、イエシロアリの巣を写真 5に
示す。また、幼虫と卵を写真6に、兵蟻と職蟻を写真?に示す。シロアリの成虫は排出物をな
めさせることにより、コロニーの若い個体にi京生動物を与えている。女王が産卵しなくなると
職蟻は餌を与えなくなるようである。兵蟻は外敵からの防衛を行い、集団に占める割合は 3%
程度である。シロア 1)の種類を判別するには、兵蟻の頭部形態、によるのが最も簡便である。兵
蟻は口移しによるか、区内からの分泌物として職犠から食物をもらっている。職犠および兵犠
は眼が退化し、これをもたないが、頭蓋のクチクラj震を通して光を感じることができる。イエ
シロアりは巣をつくるが、ヤマトシロアリは形のある巣をつくらず、女王は移動しながら生活
する。イエシロア 1)はヤマトシロアリと異なり、職蟻に水を運ぶ能力があるため乾燥した木材
でも湿らせ食害することができる。食害された木材を写真8に示し、柱の被害を写真 9に示す。
v.シロアリの防除
防除とは、予防と駆除の略で、化学的防除、物理的防除、生態的防除および生物的防除に大
方Ijされる。生物的防除については、天敵として細躍、真菌、ダニ、線虫などが知られているが
直ちに実用できるものはない。野外杭試験を写真10に示し、ヤマトシロアリに食害された杭を
写真11に示す。
(1)物理的・生態的防除
物理的i坊除としては、障壁としての防蟻板、誘蟻灯、遮断、防虫網などが利用される。生態、
的防除法には、生息環境の改変、耐蟻性材料の使用などがある。シロアリはマツを好んで、加害
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するが、ヒノキアスナ口、イヌマキ、モッコク、センノキ、チークなどは耐蟻性が高い。また、
断熱材のうち発泡スチロール、発泡ポリウレタンなどはシロアリが好んで加害するが、ナイロ
ン、ガラス繊維などは耐蟻性が高い。なお、基礎高で、は30cm以上、できるだけ高い方が紡蟻上
有効である。イエシロア 1)の羽蟻は、青色蛍光灯により誘蟻されるので防除の上から誘殺に有
効で、さらに、床下に換気孔を十分に設け、通風や採光を図り、雨濡りの防止、建物周辺の排
水をよくすることなども大切である。さらに、床下や周辺に建築残材、切株、基礎用せき板等
が残されているとシロアリが誘引されやすいので、不必要な木材は除去することが重要である。
シロアリ探知機によって巣を発見し、殺滅、除去することは物理的防除法の応用に含まれる。
(2)化学的防詳、法
薬剤によるシロアリの防除は、最も広く行われ効果も的確である。木材用薬剤、土壌用薬剤、
煤蒸剤に分けられ、土壌と木材の両者に用いられる防蟻薬剤、防蟻工法に用いられる薬剤など
がある。薬剤については、とくに安全性が重要で居住者および環境の保全に万全を期すことが
要求される。
VI.シロアリ防除処理の方法
処理方法には木材処理、土壌処理、嬬蒸処理、 F方蟻材料を用いる工法、構造的防蟻工法など
がある。
(1)木材処理法
建築物のシロア 1)防除処理は、木材処理と土壌処理によって行われる。防犠防腐土台として、
クロム・錦・ヒ素化合物系木材防腐剤等により処理された土台が使用される。建築物や建築現
場では吹付け処理、塗布処理、穿孔処理などが行われる。木部処理を写真12に示し、駆除処理
を写真13に示す。薬剤の安全性と効力の持続性向上を呂的として、有機リン系化合物のマイク
ロカプセルイヒなどが行われている。これには徐放性タイプと密閉タイプがあり、また施工時の
安全性を考躍したフロアブ、jレ剤、泡末処理などが実用されている。
(2)土壌処理法
イエシロアリおよびヤマトシロアりのような地下シロアリに対しては、土壌を薬剤で処理し、
シロアリに対し障壁をつくり、主として接触作用によって死滅させるか、または忌避作用によ
って侵入防止を図る方法が有効である。土壌処理を写真14に示す。
(3)燐蒸処理法
最も速効的で、木材等に対する浸透がよく強力な殺蟻方法であるが、残効性がないため予防
処理にはならない。この方法はすべてのシロアリの駆除に有効である。
(4)防蟻材料を用いるエ法および構造的防蟻ヱ法
土壌表面波膜形成工法、 F方蟻剤混入濯青材工法、防蟻板・防蟻剤等を土台に結合する工法な
どがある。環境汚染を少なくいしかも効力の持続性の向上や作業者への安全性を考産したも
のとして、合成高分子に薬剤を混入し、シロアリの侵入に対するパリヤーとした妨蟻シートの
ほか、発泡施工などが行われている。
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刊.おわりに
木造住宅におけるシロアリの被害と対策について述べた。変化する社会の要請に対応して、
防除薬剤および工法等の認定が行われ、性能評価、安全対策の確立、認定製品の検査、{吏用状
況など広範囲の調査や研究が実施されている。今後、シロアリ防除剤の開発が一層活性化し、
現場向きの防腐剤が開発され、高性能・高水準で安全性の高い防犠処理が発展することを期待
したい。なお、経済大国日本の責務として熱帯雨林保護の責任d とそこの生態系に重要な役割を
演じているシロアリの調査まで計画し、冨際社会に対する貢献を一層向上させる必要があると
考えている。
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イエシロア 1)の有趨虫
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ヤマトシロアリの生活環I~ 3 
表 1 日本産シロア 1)の守;.名・手I1名・分ギj
Termopsidae (オオシロアリ科)
1. HoぬtmnotsisjatOnica Holmgren (オオシロアリ):高知県足摺抑と鹿児島県以南
Kalotermitidae (レイピシロアリ科)
2. Neotmnes koshunensis (Shiraki)(コウシュンシロア 1]);沖縄県，とくに八重山諸島に多い
3. C.りやtotゲmesdomesuωHaviland (ダイコクシロア 1]):奄美大島以南と小笠原諸島
4. Cり少tolermesbreTJIs (W atker)(ニシインドカンザイシロア 1)) ; :神奈JI県座間市
5. Incisitermes minor (Hagen) (アメリ:カカンザイシロア 1));東京都.神奈川県，神戸市，和歌山県
6. Glyptotermesfuscus Oshima (カタンシロアリ):本州(伊豆半島以南)，由民九州，南西諸島，小笠原諸島
7. . Glyptotermes nakajima{Morimoto (ナカジマシロアリ);四国，九州
8. Glyplotermes kodamai Mori (コダマシロアリ);宮崎県串間市，鹿児島県佐多岬
9. Glyptotermcs salsummsis (Matsumura)(サツマシロアリ);!呂田.九州
10. Glyttotermes kushimensis Mori (クシモトシロアリ);和歌山県市本町
Rhinotermitidae (ミゾガシラシロアリ科}
1. Reticuli附 messteratus (Kol be)(ヤマトシロアリパ北海道北部を除く日本全土
12. Reticulitermes jlaTJIcets amamianus Morimoto (キアシシロア 1) 奄英~!E撞) ;奄英大出，与"論ìí(~
13. Reticulitermes mi戸takeIMorimoto (アマミシロアリ);奄英大島.徳之島
14. Cottotermes formosanωShiraki (イヱシロアリ);:本州(子葉県木更津市と神奈川県以西の暖地)，四国，九州，
南西諸島，伊豆諸島，小笠原諸島
Termitidae (シロアリ科)
15. Odontotermes formosanω(Shiraki)(タイワンシロアリ);沖縄県
16. Nasuli・lermestakasagoensis (Shiraki)(:タカサゴシロアリ);八重山諸島
17. Peri・capritermeslIitobei (Shiraki) (ニトベシロアリ);八重山諸島
18. Procatritermes sp. ; jJ!j表島
表 2 シロアリとアりの区別
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図2 イエシロアリの戦蟻(左)と兵蟻(右)
図4
写真| ヤマトシロアリの職蟻 写真 2 イエシロアリの職蟻
写真3 天井につくられたイエシロアリの蟻土
写真 4 床のコンクリー卜の基礎につく 写真 5 イエシロアリの巣
られたイエシロアリの蟻道
写真 6 幼虫と卵
(中央の白い粒が卵で， まわりに幼虫と成虫)
写真 7 兵蟻と職蟻(褐色の頭部をもつのが兵蟻)
写真 8 食害された木材 写真 5 柱の被害
写真13 駆除処理
写真10 野外杭試験 写真1 ヤマトシロアリに食害された杭
写真12 木部処理
写真14 土壌処理
